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1. 「獣医療化」の進む家庭動物社会 

近年、日本のペット数の増加を反映して、動

物診療施設の開設が目立つ。数年前に農林水産

省が公開した統計をひもとくと、なかでも小動

物診療施設の増加が顕著であることが判明する。

犬や猫を主に扱う動物病院は、２００５年の段

階で９，４８２ヶ所全国に点在した。ところが、

２０１０年になると、１０，３５０ヶ所にまで

膨れ上がり、現在も増加している。[1] 日本獣

医師会は、２０４０年まで、犬や猫の診療回数

は１０％から２０％伸びると予想し、将来的に

は１，６００人から３，５００人の獣医師が不

足する事態に陥る可能性を指摘する。[2] アニ

コム損害保険をはじめとする動物保険の普及も

今後順調に進めば、家庭動物を病院へ連れて行

く頻度は間違いなく増え、獣医師の数とともに

獣医学界の権力も呼応して増大する。今後、社

会の「獣医療化」(veterinization)が進むのは必

至だ。 

近年、西洋を中心に、人文社会科学の分野で

は、科学や医学の持つ「権力性」に着目する研

究が盛んだ。[3] ここ２００年の歴史を見渡し、

科学技術の進歩により人間の健康状態が大幅に

向上したことを評価しつつも、科学者が世間に

対して巨大な発言権を行使するに至っていると、

「科学化」の負の側面を人文社会科学者は明ら

かにしている。「新しい医学史」の領域は、「医

療化」が進んだ結果、現在では医師と患者の力

関係の不平等化が進んでいることも解明してい

る。医学的知識は普遍的・客観的なものではな

く、時代と社会に翻弄され変化するものなので、

医学は絶対的ではなく不完全なものとして認識

しなくてはならないという教訓を伝えている。

「新しい医学史」の影響を受け、獣医学史でも

獣医師の持つ「権力性」に焦点を当てる研究が

盛んになりつつある。[4] 本調査研究では、「新

しい獣医学史」の問題意識を胸に、今後、社会

の「獣医療化」が進むことによる弊害について

歴史学の方法論を用い考察する。 

家庭動物の正しい飼い方を指南する現場の

１つとして動物病院は重要な空間なのは論をま

たない。引き続き、科学的知識に基づき飼い主

を導くことは極めて大切である。ところが、医

師と患者の関係がそうであるように、動物病院

を訪れる際、獣医師の見解を鵜吞みするような

姿勢が飼い主側にあるとすれば、それこそ危険

だ。高度な専門的な知識を同じように身につけ

立ち向かうのは困難だが、たいじする獣医師が

属する職業集団がどのような歴史を歩み、いか

なる紆余曲折を経て家庭動物診療に携わるよう

になったのかを理解することは、獣医師とのよ

り良い関係を構築するうえで重要だといえる。 

本調査研究では、ドイツを事例として取り上

げる。日本の獣医学はドイツの獣医学を手本と

した過去を持つ。このため、両国の間に多くの

類似点が見出せ、家庭動物と獣医学の関係史か

ら教訓が得やすい。一方、アメリカやイギリス

を対象とする研究では、「開業」を中心に両国の

獣医学が発達してきた特徴が浮き彫りになって

いる。[5] この点、「国家」を中心に発達してき

た日本とドイツの獣医学とは大きく異なる。ア

メリカやイギリスでは、獣医師は「動物医療市

場」(marketplace for animal health) に自営者

として参入することに抵抗感はなく、顧客を積

極的に開拓するという姿勢が黎明期から見受け

られた。一方ドイツでは、獣医師は国家の雇う



公務員として公衆衛生、家畜防疫、産業動物臨

床にまず携わった。このため、獣医学の知識を

営業目的で「売買」するというスタイルに長い

間、違和感が残った。その結果、家庭動物に目

が向かうまでに相当の時間を要したことを、本

調査研究では明らかにする。 

 

２．国家の発展と獣医学 

日本の獣医学は、近代国家とともに発達した。

[6] 明治維新以降、西洋の獣医学を輸入し、公

衆衛生、家畜防疫、産業動物臨床を主とする３

つの職域がいち早く確立した。肉食社会の促進、

家畜産業の奨励、外国より「侵入」する感染症

の防止のため、獣医師は不可欠な専門家集団と

して頭角を現した。陸軍の雇う馬医も加えると、

獣医師は公務員として国家に仕えることを第一

に組織された集団だったことがうかがえる。 

ドイツの獣医学も似たような発展を遂げた。

国家の雇う公務員として獣医師は１９世紀初期

にまず頭角を現す。[7]その後、１９世紀中期に、

開業獣医として自ら生計を立てるようになって

行く。ただ、第１次世界大戦までは、馬の蹄鉄

と診療が開業獣医師の収入の大半を占め、ペッ

ト診療による収入は微々たるものでしかなかっ

た。農村部ではなく都市部に集中していたのも

当時の開業獣医師の特色である。家畜動物保険

が１９世紀末に世に出ると、開業獣医は徐々に

農村部へ進出するようになる。しかし、国家の

派遣により家畜防疫員として長年従事してきた

過去がここで影を落とす。牛疫が発生すると家

畜の大量殺処分を命じる「汚れ役」を獣医師が

担っていてからだ。このため、開業獣医師は農

家や飼育者の信頼を得るのに苦労した。動物が

発病してすぐ呼ばれるほどの信頼関係はなく、

病が長期化し治療が困難の段階でようやく呼び

出される。そのため、開業獣医師は科学的知識

の優位性を示すことができず、顧客獲得は困難

を極めた。農村社会では命を「救う」のではな

く命を「殺す」専門家集団として長年揶揄され

たのは示唆的で、家庭動物を扱うようになって

からもしばらくこのレッテルはつきまとうこと

になる。 

このような過去が影響して、ドイツの場合、

開業獣医師が農業に本格参入するのは２０世紀

に突入してからになる。当時、ヨーロッパ各国

を中心に、保護貿易が拡大していた。国内農業

を保護する名目で、家畜の輸出入を厳しく規制

する動きが活発だったのだ。この保護貿易を巡

り、農業と獣医師の利害が一致した。長い間、

農業は獣医師による「介入」を嫌い、獣疫発生

時のみしぶしぶ人員を受け入れる程度だった。

非常事態でないときは家畜について最も詳しい

のは飼育者だというスタンスを崩さなかった。

ところが、１８９０年代以降、国内の畜産業者

は安価な輸入に脅威を覚えるとともに外国へ輸

出する畜産物の質の高さを証明する必要性から、

厳しい獣検疫制度を自ら国家に求めるようにな

る。[8] 公設と畜場を中心に、食肉検査の標準

化・義務化を当時目論んでいた獣医学界にとっ

て 、 農 業 の 姿 勢 軟 化 は 獣 医 警 察

(Veterinärpolizei)の権限を広げるまたとない

チャンスをもたらす。１９００年に帝国食肉検

査法は家畜全ての公衆衛生獣医師による検査を

義務付けた。これを契機に開業獣医師の農業へ

の進出が加速したのである。 

 

３．獣医学の危機と家庭動物 

家庭動物がドイツの開業獣医師の視野に入

るようになるのは、１９５０年代以降である。

牛馬のような大動物から、犬や猫といった小動

物への「転換」を余儀なくしたのは、職業を取

り巻く３つの変化であった。[9]１つは、自動車

の台頭で、都市部のみならず、農村部において

も労働力として大きな役割を担っていた馬が自

動車に取って代わられる事態だ。この変化によ

り診療回数は減り、開業獣医師の生活基盤を脅

かした。１９３５年には、獣医師１人につき６

３８頭の馬の面倒を見ていたのが、１９５３年

になると、１人当たり２７４頭に減った。 家畜

のなかでも馬の減少率が最も深刻で、馬に大き

く依存してきた伝統獣医学の構造問題が浮き彫

りになる。２つは、畜産業の大型化に伴い、獣

医師の需要が低下したことだ。１９３５年には、

獣医師１人当たりが牛５０１４頭の診療を行っ

ていたところ、１９５３年になると、２、３４

２頭となり、数は半減した。馬ほどの減少率を

記録しなかったものの、収入の目減りに拍車を

かけた。３つは、獣医師による開業が進み、全

国的に動物医療市場の競争が高まったことだ。

Thieleによれば、１９３８年には全国で２、４

１６ヶ所しかなかったのに対して、１９５３年

には４、９６９ヶ所に数が膨れ上がった。開業

が増加したのは、牛馬の需要低下と関係してい

る。従来の牛馬依存体勢から脱却し、新たな市

場を開拓する時代へ獣医学界が取り組み始めた

のが１９５０年代だった。 



しかし、大動物から小動物への「転換」は必

然でも容易でもなかった。１９５０年代、家庭

動物を扱うことに難色を示す獣医師は多かった

からだ。[10] その理由は、家族が飼育する犬や

猫を診療することが大きな収入になるとは思え

ないという考えだった。産業動物を診療するの

に慣れきっていた獣医学界からすれば当然の反

応で、牛をはじめとする大動物や、豚や鶏をは

じめとする産業動物は大量に診療するので、そ

れなりの収入を得ることができた。ところが、

家庭動物に同じようなスケールメリットは期待

できず、飼い主が大勢動物病院へ足を運んでく

れるかどうかも未知数だった。このため、小動

物診療へ舵を切ろうと提唱する獣医師は少数派

でしかなかった。もちろん、犬や鳥をはじめ、

小動物を診療するという習慣は近世からあった。

[11] しかし、これらの動物は、狩猟を目的とし

た動物で、労働力として価値が高かった。その

ため、獣医師を雇い治療を行うことには経済的

なメリットを見出しやすかった。王侯貴族をは

じめ、富裕層が所有するケースがほとんどだっ

たので、高額な治療費を支払うだけの資金力も

見込めた。一方、中間層が中心に飼うペットは、

労働力としての価値はほとんどなく、ペットに

どれだけ治療費を払う覚悟があるのか、当時の

獣医学界では懐疑的な意見が相次いだ。 

 

４．家庭動物診療への「転換」 

家庭動物と獣医の距離を遠ざけていた要因

として、獣医学界内の地位問題も挙げなくては

ならない。[12] 第２次世界大戦前、最も地位が

高かったのは家畜防疫従事者で、難関な国家試

験に合格し、政府の高官として働く公務員とし

て君臨した。ドイツ帝国の最大州のプロイセン

で は Departementstierarzt お よ び

Kreistierarzt と呼んだ。獣医学の黎明期に、身

分と収入が安定しないなか、国家により家畜防

疫を目的に１８３５年に正式につくられた獣医

高官は、国家の後ろ盾をバックに、発言権を高

めて行った。次に地位が高かったのは、食肉検

査 に 従 事 す る 公 衆 衛 生 獣 医 師

(Sanitätstierarzt)で、１８８０年代以降、公設

と畜場の建設を皮切りに、勢力を増して行った。

獣医学界内の地位を高めたのは、顕微鏡を用い

ヒトへの感染症を予防する役割を担い、細菌学

の高度な知識と技術が求められていたことに負

う。一方、陸軍の雇う馬医や開業獣医は、高度

な科学的見識は必要とされす、国家試験を受験

する必要もなかったので、下に見られがちだっ

た。家庭動物を扱う獣医師がいたとしても、ほ

とんどの場合、開業獣医が担当していたため、

ペット診療が高いステータスを得るような状況

ではなかったのである。 

このように、獣医学が 1950 年代に危機に直

面しながら、家庭動物をすぐに歓迎しなかった

のは、「個人」ではなく「国家」と関連の深い仕

事に獣医師が従事していのが原因として考えら

れる。その際、個人の飼い主の利害を優先する

のではなく、公共の利益を優先するよう訓練が

なされていたため、個人の所有する小動物を扱

うことに抵抗感が残った。長い間、政府高官、

医療従事者、地方自治体、農家など動物に関す

る知識を持つ専門家集団と日常的にたいじして

いた状況から、科学的知識がほとんどない素人

集団を相手に「商売」をする必要性から大きな

戸惑いが生じたのである。 

 

５．女性獣医師の台頭と家庭動物診療 

ドイツにおいて、戦後、家庭動物への「転換」

を最も強烈に後押ししたのは、多くの女性が獣

獣医師を志したことと関係している。[13] 上述

したとおり、男性を中心とする獣医学界では、

家庭動物への抵抗感は相当のものだった。大動

物を扱うことこそが最大の使命であると主張す

る獣医師が多く、牛舎などで指示に従わない動

物との「格闘」を制するには力強さが何よりも

必要だという考え方を反映していた。このよう

な過酷な現場に女性を投じるのは適切ではない

とする立場が影響して、戦後、増えつつあった

女性獣医師は大動物を扱う道はほぼ閉ざされ、

力強さがそれほど求められない小動物診療へと

流れたのである。もちろん、家庭動物だと、女

性でも扱いやすく、家族を相手に仕事をするの

で、「女性らしさ」が発揮しやすいというのも、

この流れを後押しした。こういう考えから、戦

後、女性獣医師による家庭動物医療への進出が

目立つようになった。２０００年の段階で、ド

イツ全国で毎年２００ヶ所新しく開業があるが、

そのうち１８０ヶ所は小動物診療を専門とする。

[14] その多くには女性獣医師が働いているの

は示唆的である。 

家庭動物を担当する獣医師が女性を中心に

１９７０年代増えていったとはいえ、獣医学全

体では、依然として大動物への関心が高く、臨

床など訓練が行われる獣医学校でも、小動物を

扱うことは少なかったようだ。Hauser(1974)に



よれば、獣医学において小動物への関心がある

とするならば、人獣共通感染症の危険性の有り

かが最も大きな基準となり、ペットオーナーの

観点が欠落しがちだった。[15] 引き続き、１９

８０年代、鳥への関心が高まったが、同じく、

ヒトへの感染リスクが興味の根底にあり、家庭

動物治療の現場とは乖離する研究が獣医学校で

しばらく続いた。その結果、獣医師の診断はい

い加減なものが目立ち、外的特徴を診ただけで

判断が下されるほどであった。 

もう１つ大きな問題として浮上したのが、１

９９０年代以降、子どもが飼い主として台頭し

たことである。[16] 犬や猫のような高額動物で

はなく、子どものお小遣いでも購入可能な小動

物の数が増えたため、家庭動物診療では、さら

に多様な動物を診療する知識と経験が必要とな

った。これらの小動物は、当然、獣医学校では

大きな関心を集めることがなかったため、開業

獣医は、不十分な診断しかできなかった。また、

大人ではなく子どもを相手にしなくてはならな

い事態が起き、子ども相手にもわかりやすく説

明する工夫が求められるようになった。 

 

６．結論 

ドイツにおける家庭動物と獣医学の関係史

を振り返ると、小動物診療は獣医学にとって比

較的新しい職域であることが判明する。ハノー

ファー獣医学校の創立は１７７８年にまでさか

のぼるので、その後、２００年近く、小動物で

はなく大動物が学術的関心を集め、動物医療市

場でしのぎを削る開業獣医師ではなく国家公務

員として家畜防疫や公衆衛生に携わる獣医師が

学界で最も力を持っていたことを意味する。獣

医学界が1950年代に危機に直面しながら、家庭

動物診療へ舵を大きく切るという判断をなかな

か下さなかったのも、公務員として「金儲け」

に走ることに意義を唱える獣医師が多かったこ

とと、家庭動物診療がそもそも収益を上げるの

かという疑問を持つ男性獣医師が多かったこと

と関係している。女性獣医師の台頭により、家

庭動物診療が本格化するが、1980年代頃で、意

外と遅いことが明らかとなった。 
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